
藤本ゼミ合同合宿 ～諏訪地域の活性化事業について～ 

 

日にち：9 月 22、23 日 

場所：長野県諏訪市 

参加大学：同志社大学（藤本ゼミ）、東京国際大学（八巻ゼミ・天野ゼミ）、 

和歌山大学（出口ゼミ）、静岡英和大学（天野ゼミ） 

 

 

 私たち藤本ゼミは 14 名＋教員 2 名で、諏訪地域の活性化事業や観光産業を学ぶために長

野県諏訪市を訪れました。 

 

１日目： 

 

 NPO「匠」による、諏訪地域の観光産業の現状についてのお話を伺いました。 

諏訪地域における観光客の減少、観光客を増やすための様々な取り組みなどを、2 時間ほ

どお話ししていただきました。途中には、諏訪地域の名産品である漬物などを振る舞って

もらいました。 

 最後には、質問などの時間をもらい、「地域活性化事業に取り組んでいるのに、さまざま

な地域で B 級グルメが流行っている中、なぜ B 級グルメなどの取り組みを行わないのです

か？」などの質問をして、詳しく答えてもらった後、参加希望者のみ“街歩きツアー”に

連れて行ってもらいました。そこでは、諏訪地域に関する裏話などを教えてもらいました。 

 

 ≪以下２枚は、NPO「匠」での写真です≫ 

 

 



 

 

 

 

２日目： 

 

信州温泉博覧会「ズーラ」の松坂雄一実行委員長から、ズーラの趣旨などについて学び、

意見交換も行いました。そこでは、産業観光や地域活性化について「観光客の視点」から

学び、ズーラの意義や着地型体験プログラムがもたらす効果、目指す方向性などについて

説明を聞きました。 

 

 

 

 

 

  



その後、この合宿のもう一つの目的である、“御柱”を見学するために「真澄」の酒造工

場で行われた神事に参加し、その後、みんなでお酒や振る舞いをいただきました。古くか

らの風習に触れて、諏訪地域の歴史の深さに感銘を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

≪感想≫ 

 この合宿を通じて、これからの観光産業の重要性を学んだ。これからは、さらに訪日外

国人、特に中国人が増えてくるであろうことが予想される。そうした外国人の誘致が日本

の産業の中枢を担うのだろうと思った。また、一口に観光と言っても、難しいのは、その

地域の特性を活かして誘致を行わないと効果が薄いということだと思う。諏訪地域では、

こじんまりした旅館が多く、温泉が湧いているので、家族などの少人数にはもってこいで

ある反面、旅館の数は多いのだが、一つ一つが小さいうえに、大型バスが通るには道が狭

いし、収容しておく場所もあまりないので、大型のツアー客は望めない。その中で、どの

ように諏訪の個性を活かして、観光客を増やしていくかが課題になる。（竹本・和田） 

 

 

 

 

 

 

以下に添付されているのは、われわれの活動が地元の新聞に取り上げられた記事である。 



 


